
耕作放棄地を活用し、環境再生型農業を実践する。環境保全型農業とは
「農業の持つ物質循環機能を生かし、生産性との調和などに留意しつつ、
土づくり等を通じて化学肥料、農薬の使用等による環境負荷の軽減に配慮
した持続的な農業」であり、多様な生態系を形成させたり、土壌炭素分を
増やしたりすることが期待されている。本プロジェクトでは、環境保全型
農業を実践し、土壌の変化分を調査する。

バルナバ保育園で実施した、栽培前の土壌炭素量。今後、収穫後の土壌炭素量の
変化を調べ、不耕起栽培における土壌炭素量の変化についてまとめる予定。

島根県立大学 地域政策学部 豊田研究室

コケを活用した商品開発

コケワークスはざとは？
金城町波佐地区で始まった活動で、2022年からは波佐地区
の女性部も加わり活動を行っています。主にコケの栽培・育
成から販売、さらにコケ玉づくりやテラリウムといった作品
作りを行っています。

①ファシリテーション研修
西部社会教育研修センターの方々によるファシリ
テート研修

県大×コケワークスはざ×グリーンパワーインベストメント

地域資源を活用した商品開発と環境農業の実験

中山農園の中山社長と社員の森原さんにご指導いただき、後野町にある畑で、
不耕起農業を実践した。

地産地消に関するアンケート調査
環境に配慮した消費を促進するという目的か

ら、2024年度10月浜田市のスーパーマーケットお
よび大学生を対象に、浜田市職員の方々と協力し
アンケート調査を行った。アンケート内容はBuy 
浜田運動の認知度調査や地産地消の意識調査が主
な内容である。

令和6年度 地域貢献推進奨励金事業
2025年2月1４日（金）島根県立大学浜田キャンパス
縁結びフォーラム

目的
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(g/100g乾燥重量)

①と② ㋚サツマイモ

手法 不耕起 耕起

肥料 牛糞、鶏糞、腐葉土、カキガラ石灰
米ぬか、籾殻燻炭

化学肥料

団粒構造 なし

24年7月 播種：①ダイコン、ハクサイ、
エンドウ、えん麦

サツマイモ

生物 ミミズ

24年11月 播種：②ダイコン、ホウレンソウ
定植：タマネギ

残渣

24年12月 収穫：①ダイコン
定植：ネギ

不耕起農法で農作物栽培を実証し、その時の土壌成分の変化を、強熱減量
法により明らかにする。

中山農園保有の耕作放棄地 聖バルナバ保育園

土壌炭素量の変化

②販売戦略会議
コケワークスはざとグリーンパワーインベストメ
ントと苔販売に関する戦略会議を実施。また、苔
のテラリウムを展示し、アンケート調査を実施し、
ニーズについて明らかにした。
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